
平成１７年度 決算報告書 
 

国立大学法人 長岡技術科学大学 
 

（単位：百万円） 

区   分 予算額 決算額 差額 
（決算－予算） 

備考 

収入 
 運営費交付金 
 施設整備費補助金 
 船舶建造費補助金 
 施設整備資金貸付金償還時補助金 
 補助金等収入 
 国立大学財務・経営センター施設費交付金 
 自己収入 
  授業料、入学金及び検定料収入 
  附属病院収入 
  財産処分収入 
  雑収入 
 産学連携等研究収入及び寄附金収入等 
 長期貸付金収入 
 貸付回収金 
 承継剰余金 
 目的積立金取崩 
      計 

 
４，３７２ 

１０６ 
０ 

４１３ 
０ 

２９ 
１，４３０ 
１，３７３ 

０ 
０ 

５７ 
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０ 
０ 
０ 
０ 

７，０３０ 

 
４，３８３ 

１０９ 
０ 

１，２４０ 
４９ 
２９ 

１，４７０ 
１，３９３ 

０ 
０ 

７７ 
１，０９６ 

０ 
０ 
０ 
０ 

８，３７６ 

 
１１ 
３ 
０ 

８２７ 
４９ 
０ 

４０ 
２０ 
０ 
０ 

２０ 
４１６ 

０ 
０ 
０ 
０ 

１，３４６ 

 
（注１） 
（注２） 

 
（注３） 
（注４） 

 
 

（注５） 
 
 

（注６） 
（注７） 

 
 

支出 
 業務費 
  教育研究経費 
  診療経費 
 一般管理費 
 施設整備費 
 船舶建造費 
 補助金等 
 産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 
 貸付金 
 長期借入金償還金 
 国立大学財務・経営センター施設費納付金 
      計 

 
５，０７８ 
５，０７８ 

０ 
７２４ 
１３５ 

０ 
０ 

６８０ 
０ 

４１３ 
０ 

７，０３０ 

 
４，９１８ 
４，９１８ 

０ 
７８０ 
１３８ 

０ 
４９ 

９９６ 
０ 

１，２４０

０ 
８，１２１ 

 
△１６０ 
△１６０ 

０ 
５６ 
３ 
０ 

４９ 
３１６ 

０ 
８２７ 

０ 
１，０９１ 

 
 

（注８） 
 

（注９） 
（注 10） 

 
（注 11） 
（注 12） 

 
（注 13） 

収入－支出 ０ ２５５ ２５５  

 
○予算と決算の差異について 
（注１）運営費交付金については，災害復旧費前年度繰越額が予算段階より多額となったため，予算

金額に比して決算金額が１１百万円多額となっています。 
（注２）施設整備費補助金については，平成１７年度補正予算によりアスベスト対策費の措置を受け

たため，予算金額に比して決算金額が３百万円多額となっています。 
（注３）施設整備資金貸付金償還時補助金については，平成１７年度補正予算により繰上げ償還を行

ったため，予算金額に比して決算金額が８２７百万円多額となっています。 



（注４）補助金等収入については，予算段階では予定していなかった国からの補助金収入の獲得に努

めたため，予算金額に比して決算金額が４９百万円多額となっています。 
（注５）授業料、入学金及び検定料収入については，学生の在籍者数が予定より増えたため，予算金

額に比して決算金額が２０百万円多額となっています。 
（注６）雑収入については，主として財団法人からの給付金に伴い，予算金額に比して決算金額が２

０百万円多額となっています。 
（注７）産学連携等研究収入及び寄附金収入については，予算段階では予定していなかった国，特殊

法人及び民間企業からの受託研究の獲得に努めたため，予算金額に比して決算金額が４１６

百万円多額となっています。 
（注８）教育研究経費において，経費の節減に努めたため，予算金額に比して決算金額が１６０百万

円少額となっています。 
（注９）一般管理費において，施設関連の整備に努めたため，予算金額に比して決算金額が５６百万

円多額となっています。 
（注 10）（注２）に示した理由により，予算金額に比して決算金額が３百万円多額となっています。 
（注 11）（注４）に示した理由により，予算金額に比して決算金額が４９百万円多額となっています。 
（注 12）（注７）に示した理由等により，予算金額に比して決算金額が３１６百万円多額となってい 

ます。 
（注 13）（注３）に示した理由により，予算金額に比して決算金額が８２７百万円多額となっていま 

す。 
 


